
オンライン授業編②（ソウルへのオンライン授業） 
 ４月２３日（木）から子どもたちに向けてオンライン授業が始まりました。この日

は始業式とオリエンテーションです。それまで ZOOM を使って、職員会議や打ち合

わせをたくさんしていたのですが、実際子どもたちにつなげるというと、緊張感があ

りました。その中で、担任の発表、そして自己紹介のあいさつがありました。どんな

あいさつをしたのか恥ずかしいですがご紹介します。 

 

４月２３日（木）始業式参加～あいさつ～（自己紹介文） 

①こんにちは、はじめまして、今年度４年  

松組を受け持つことになりました。 

「霜鳥一幸」と言います。 

②大変めずらしい名前なので、はやく覚 

 えてもらうために、「霜鳥」あるあるを 

ご紹介したいと思います。 

③しもとりはこういう漢字「霜鳥」を書き 

ます。 

④ところが自己紹介をすると、よく間違えられてこんな字「霜取」を書かれてしまい

ます。確かにしもとりですが、霜を取る、これだと冷蔵庫です。 

⑤また、こんな字で書かれることもあります。「霜島」これだと、「しもとり」と読ま

ずに、「しもじま」です。もはや読み方も間違えています。 

「霜がたくさんある島」 寒そうですね。 

⑥最も多い間違いがこんな字「霧島」です。読めますか？「きりしま！」です。 

鹿児島・宮崎県にまたがってありますね。あとで調べてみてきださい。 

 もはや、「しも」でも「とり」でもない！ 

 先日病院で番を待っていたら、「はい次の方きりしまさん」って言われて…  

「え、だれ？」って思ってそのまま、本を読んでいたら 

看護師さんが来て、「何度も呼んでいるんだからはやく、ちゃんと返事をしてくださ

い。」って怒られて。「えー」って思ったけれど、「すみません」って言いました。 

⑦ちなみに、下の字は「一幸」です。１年生を受けもった時、可愛い女の子が私 

ところへのひょこひょこと来て、「先生は１つしか幸せがないの？」とまじめ 

に言うんです。いやいやこれはうちのじいちゃんが世界で一番幸せになるよ 

うにと付けたものです。 

⑧もう一度私の名前は「霜鳥一幸」です。みなさんはしっかり覚えてくれると嬉 

しいです。 
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 さあみなさん、新型コロナウィルス感染

防止のため、先生はまだ韓国に行けなくて

日本にいます。早くこの状況がよくなって

皆さんとお会いできることを楽しみにし

ています。 

 みなさん今世界の人口はどれくらいか

分かりますか？はっきり調べてないので、

これもあと調べてね。たぶん７６億人くらいいます。億については、４年の算数のス

タート、すぐに習いますよ！７６億人の中の一人、３１人（４年生全体で）と出会う

わけです。これって奇跡ですよね。宝くじで１億円当てるよりすごいんじゃないかな。

この奇跡を大切に、みなさんとこの 1年、世界一楽しく世界一幸せなクラス・学年を

めざしてがんばりますのでどうぞよろしくお願いします。 

 

 ４月２３日（木）上記のようなあいさつで子どもたちとの出会いを果たし、次の日

からオンライン授業が始まりました。ZOOMといわれるソフトを使ってです。また、

ソウル日本人学校では、連絡や宿題等のやり取りで、「ロイロノート」を使用していま

した。最初はこの年齢でできるのか！？かなり不安でした。でも、はじまると、対面

授業とそんなに変わらない内容で進められることが分かっていきました。赴任までの

オンライン授業の実際を下記に書いてみました。 

 

①４月最終週と５月のゴールデンウィーク中は、授業に参加できませんでした。 

→文科省から手当てがこの時点で「でない」ということで、ソウルの方から授業をし 

てはいけないという指示でした。ただ、ペアを組む現地の先生と連絡を取りながら、 

私が流れを書いたり、指導案を書いたりしてサポートしていきました。 

②連休明けから授業に参加していいことに！文科省からオンライン授業を日本から 

してもかまわないという通達が出ました。 

→これにより、私が基本「国語、社会」の授業を。ペアで４年生を組む、櫻谷先生が 

ソウルから「算数、理科」を担当することにしました。 

③１日３時間の授業で、３時間目、６時間目、８時間目が４年生の授業でした。 

→クラスごとではなく、学年で授業を進めました。 

※５月１０日以降は、レオパレスから我が家の２階に出勤しての授業となりました。 

④６月第３週からは隔日登校が可能になりました。６月１６日（火）から松組、竹組 

が交互に登校するようになります。 

→登校してきた学級は、ソウルの櫻谷先生が、自宅にいる学級の子どもたちには日本 

から私がオンライン授業を実施していきました。 

※６月からは、ホテルから自宅２階に出勤して授業をしていました。 

 

 オンライン授業は、ZOOMを使っていたので、１時間が４０分です。「これで終わ

ります。また明日元気に会いましょう。」と言いたいのに、「これで…」で切れたり、

授業のまとめの途中で切れたりなど問題点がたくさん出ていきました。 


